
 

 

 

 

 

 

持続可能な「ケース会議」へのアプローチ           特別支援教育研修（第1回） 

学校園での「ケース会議」というと、「必要だけど調整や資料作成など準備が大変」、

「どんなメンバーで行えばいいのかわからない」等、実施の必要性は感じながらも

開催するまでの困りごともよくお聞きします。 

研修では、そんな困りごとを解消に導く「チーム支援につながるケース会議」の

エッセンスを、大阪教育大学 柿慶子 特任教授から学びました。効果的アセスメ

ントにつながるジェノグラム（家族関係図）の描き方、問題や原因ではなく「解決」

に焦点を当てる解決志向アプローチ、解決のための援助支援につなげるリソースモードの考え方等、具体的アプローチ

の視点を示していただきました。学校園における持続可能なケース会議の開催につなげていただければと思います。 

 

 

 

 

 

家庭科における「探究的な学び」とは                  小・中学校「家庭」研修 

「探究的な学び」は、現代の学校教育活動のキーワードの一つです。教育現場で

は、「探究的な学び」の授業改善を進める試行錯誤が続いています。今年度の小・中

学校「家庭」研修では、「探究的な学びとカリキュラムデザイン」をテーマに、大阪

教育大学 鈴木真由子 教授から学びました。 

 活用力（思考力・判断力・表現力）を軸に、子どもが知識・技能を使わざるをえ

ない必然性を生み出し、探究したくなる仕掛けづくりのポイントや、子どもの実態

から探究後の姿を思い浮かべ、その姿をめざした活動と子どもの思考の流れをイメージした上で、必要な教材・教具を

考える「プレ指導案」の書き方など、実際の授業づくりをイメージした演習を通して学びました。 

 

 

 

 

 

 

「学びの秋」！ 市教育センターが「実りの秋」を応援します！                  

 

 

NO.３４４  令和５年９月２９日 

発行 東大阪市教育センター 

「探究」と「対話」 

「トライ＆エラー」 

【受講者アンケートより】 
・今日の研修を通して、ケース会議を難しくとらえ、構えすぎていたなあと改めて思いました。また、リソースモ
ードの考え方はとても有効的だと感動しました。 
・ジェノグラムを描くことで、その子のおかれている状況がよくわかり、どこを切り口にして支援を考えていこう
か、いろいろなパターンを考えられることができると思いました。 

【受講者アンケートより】 
・「家庭生活においての課題は、子どもたちはなかなか気付けない」ということを、すごく感じていましたので、 
「探究の仕掛け」の大切さと、提案、プレ指導案の資料はとても参考になりました。 
・子どもにとって、いかに魅力的で、いかにリアリティのある授業にしていくか。鈴木先生がお話しされた「日々
の暮らしがフィールドになる」ということを念頭に、自分自身がアンテナを張りながら生活することが、教材研
究に取り組みたいと感じました。 

学びの秋に！ ～教職員研修 秋期募集②～ 

近日中に、東大阪市教育センターが 11月～12月に実施

する研修（秋期募集②）の受講者募集を開始します。受講

を希望される方は、管理職を通してお申し込みください。 

共に、実りの秋を 

過ごしましょう！ 


